
(57)【要約】

【課題】エンジンが大きな傾斜角やさらには回転を受け

うる用途、特に手持ち式の動力機械での使用に適した４

サイクルエンジン。

【解決手段】本発明は、ピストンシリンダと、該シリン

ダ内に位置し且つ可動なピストンとを含む４サイクルエ

ンジンを提供するものである。該エンジンは、該ピスト

ンによって該シリンダの燃焼室部分から分離区画されて

いる該シリンダに付属したクランクケース、該クランク

ケース内に位置し、該ピストンと動作可能に接続された

クランク部材を含む。該エンジンは、４サイクルの一巡

で４サイクルエンジンを稼動させる部材、および、潤滑

作用がある混合燃料を該シリンダの該燃焼部分へ導入す

る部材を含む。該エンジンは、混合燃料の一部の移動を

促進し、クランクケース内に潤滑油リザーバを設けるこ

となくクランクケースを潤滑にするために十分な量を該

シリンダの該燃焼部分から該クランクケースへ移動させ

る構造および／または構成を含む。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ピ ス ト ン シ リ ン ダ ；
　 該 シ リ ン ダ に 位 置 し 該 シ リ ン ダ 内 で 可 動 な ピ ス ト ン ；
　 該 ピ ス ト ン に よ っ て 該 シ リ ン ダ の 燃 焼 室 部 分 か ら 分 離 区 画 さ れ て い る 該 シ リ ン ダ に 付 属
し た ク ラ ン ク ケ ー ス ；
　 該 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 位 置 し 、 該 ピ ス ト ン と 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た ク ラ ン ク 部 材 ；
　 ４ サ イ ク ル の 一 巡 で ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン を 稼 動 さ せ る 手 段 ；
　 潤 滑 作 用 が あ る 混 合 燃 料 を 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 へ 導 入 す る 手 段 ； お よ び
　 混 合 燃 料 の 一 部 の 移 動 を 促 進 し 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 潤 滑 油 リ ザ ー バ を 設 け る こ と な く
ク ラ ン ク ケ ー ス を 潤 滑 に す る た め に 十 分 な 量 を 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 か ら 該 ク ラ ン ク ケ
ー ス へ 移 動 さ せ る 手 段
を 含 む ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 混 合 燃 料 の 一 部 は 油 性 物 質 を 一 部 に 含 み 、 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 か ら 該 ク ラ ン ク ケ
ー ス へ の 該 混 合 燃 料 の 一 部 の 移 動 を 促 進 す る 手 段 は 、 該 油 性 物 質 の 移 動 を 促 進 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 か ら 該 ク ラ ン ク ケ ー ス へ の 該 混 合 燃 料 の 一 部 の 移 動 を 促 進 す る
手 段 は 、 該 ピ ス ト ン の ピ ス ト ン リ ン グ に 開 口 隙 間 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載
の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 か ら 該 ク ラ ン ク ケ ー ス へ の 該 混 合 燃 料 の 一 部 の 移 動 を 促 進 す る
手 段 は 、 該 ピ ス ト ン に オ イ ル リ ザ ー ブ 溝 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ４ サ イ
ク ル エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 か ら 該 ク ラ ン ク ケ ー ス へ の 該 混 合 燃 料 の 一 部 の 移 動 を 促 進 す る
手 段 は 、 該 ピ ス ト ン に 油 か き リ ン グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ４ サ イ ク ル
エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 か ら 該 ク ラ ン ク ケ ー ス へ の 該 混 合 燃 料 の 一 部 の 移 動 を 促 進 す る
手 段 は 、 該 ピ ス ト ン の ピ ス ト ン リ ン グ の 開 口 間 隙 、 該 ピ ス ト ン の オ イ ル リ ザ ー ブ 溝 、 該 ピ
ス ト ン の 油 か き リ ン グ の 少 な く と も １ つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ４ サ イ
ク ル エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 油 性 物 質 は 、 ガ ス 状 混 合 物 の 一 部 で あ り 、 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 か ら 該 ク ラ ン ク ケ
ー ス へ の 該 混 合 燃 料 の 一 部 の 移 動 を 促 進 す る 手 段 は 、 該 ガ ス 状 混 合 物 が ブ ロ ー バ イ ・ ガ ス
と し て 該 ピ ス ト ン を 移 動 し 通 過 す る こ と を 促 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ４ サ イ
ク ル エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 該 燃 焼 部 分 へ 混 合 燃 料 を 導 入 す る 手 段 は 動 作 可 能 な 吸 気 バ ル ブ を 含 む こ と と 、 該 エ ン ジ
ン を 動 作 さ せ る 手 段 は ４ サ イ ク ル の 一 巡 の 一 部 と し て 該 吸 気 バ ル ブ の 動 作 を 制 御 す る た め
の 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 通 過 し た 該 混 合 燃 料 の い く ら か の 移 動 を 該 ク ラ ン ク ケ ー ス か ら 吸 気 バ ル ブ を 潤 滑 に す る
た め に 方 向 付 け る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ク ラ ン ク ケ ー ス か ら 吸 気 バ ル ブ を 動 作 さ せ る た め の 駆 動 を 含 み 、 且 つ 、 通 過 し た 該 混 合
燃 料 の い く ら か の 移 動 を 該 駆 動 を 潤 滑 に す る た め に 方 向 付 け る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ９ に 記 載 の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 混 合 燃 料 を 該 燃 焼 部 分 へ 導 入 す る 手 段 は キ ャ ブ レ ー タ シ ス テ ム を 含 む こ と と 、 当 該 エ ン
ジ ン は 該 吸 気 バ ル ブ を 潤 滑 に す る た め に 使 用 さ れ な い 通 過 し た 該 混 合 燃 料 の い く ら か の 移
動 を キ ャ ブ レ ー タ に 方 向 付 け る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の ４ サ イ ク ル
エ ン ジ ン 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 混 合 燃 料 を 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 へ 導 入 す る 手 段 は ガ ソ リ ン と オ イ ル の 混 合 燃 料 を 導
入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 、 特 に 、 該 エ ン ジ ン に 補 給 さ れ る 混 合 燃 料 で 潤 滑 さ れ る
４ サ イ ク ル エ ン ジ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 通 常 ２ サ イ ク ル 型 お よ び ４ サ イ ク ル 型 と 称 さ れ る ２ 種 類 の 主 要 な エ ン ジ ン が 利 用 可 能 で
あ る 。 概 し て 、 ２ サ イ ク ル エ ン ジ ン で は 、 エ ン ジ ン を 潤 滑 に す る た め に 注 入 す る 燃 料 と し
て 、 ガ ソ リ ン が 混 ざ っ た オ イ ル が 利 用 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン で は
、 エ ン ジ ン を 潤 滑 に す る た め に オ イ ル リ ザ ー バ が 利 用 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 エ ン ジ ン 排 気 量 に 関 す る 規 制 は 、 排 気 量 を 最 小 限 に 抑 え る こ と を 意 図 す る 。 典 型 的 に は
、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 排 気 量 は 、 ２ サ イ ク ル エ ン ジ ン よ り も 良 い （ つ ま り 、 低 い ） 。 し
か し 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 設 計 の な か に は 、 手 持 ち 式 の 動 力 機 械 に 利 用 す る こ と が 難 し
い も の が あ る 。 特 に 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン は 、 オ イ ル リ ザ ー バ が 存 在 す る た め 、 エ ン ジ ン
が 大 き な 傾 斜 角 や さ ら に は 回 転 を 受 け う る 用 途 に 用 い る に は 不 適 当 な 場 合 が あ る 。 よ っ て
、 こ れ ら の 問 題 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 あ る 側 面 で は 、 本 発 明 は 、 ピ ス ト ン シ リ ン ダ と 、 該 シ リ ン ダ 内 に 位 置 し 且 つ 可 動 な ピ ス
ト ン と を 含 む ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン を 提 供 す る も の で あ る 。 該 エ ン ジ ン は 、 該 ピ ス ト ン に よ
っ て 該 シ リ ン ダ の 燃 焼 室 部 分 か ら 分 離 区 画 さ れ て い る 該 シ リ ン ダ に 付 属 し た ク ラ ン ク ケ ー
ス 、 該 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 位 置 し 、 該 ピ ス ト ン と 動 作 可 能 に 接 続 さ れ た ク ラ ン ク 部 材 を 含
む 。 該 エ ン ジ ン は 、 ４ サ イ ク ル の 一 巡 で エ ン ジ ン を 稼 動 さ せ る 手 段 、 お よ び 、 潤 滑 作 用 が
あ る 混 合 燃 料 を 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 へ 導 入 す る 手 段 を 含 む 。 該 エ ン ジ ン は 、 混 合 燃 料
の 一 部 の 移 動 を 促 進 し 、 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 潤 滑 油 リ ザ ー バ を 設 け る こ と な く ク ラ ン ク ケ
ー ス を 潤 滑 に す る た め に 十 分 な 量 を 該 シ リ ン ダ の 該 燃 焼 部 分 か ら 該 ク ラ ン ク ケ ー ス へ 移 動
さ せ る 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 関 連 す る 技 術 分 野 の 当 業 者 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 の 説 明 を 読 む こ と
に よ り 、 本 発 明 の 特 徴 と 利 点 を 理 解 す る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン １ ０ の 一 例 の 断 面 図 が 図 示 さ れ て い る 。 図 示 さ
れ た 例 で は 、 エ ン ジ ン １ ０ は 手 持 ち 動 力 工 具 （ 例 え ば 、 刈 り 込 み 道 具 ） １ ２ の 一 部 で あ る
。 手 持 ち 動 力 工 具 １ ２ の さ ら な る 構 造 の い く つ か は 、 本 発 明 に 関 す る １ つ の 可 能 な 環 境 を
示 す た め に 図 示 し た も の で あ り 、 か か る 構 造 お よ び 環 境 は 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い
こ と を 理 解 さ れ た い 。 本 発 明 が い か な る エ ン ジ ン の 用 途 に も 利 用 で き る こ と に 留 意 し な く
て は な ら な い 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 エ ン ジ ン １ ０ は 、 シ リ ン ダ １ ６ を 有 す る シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ４ を 含 む 。 シ リ ン ダ ヘ ッ ド
１ ８ は 、 シ リ ン ダ １ ６ の 一 端 を 包 囲 し て い る 。 点 火 装 置 ２ ０ （ 例 え ば 、 点 火 プ ラ グ ） が シ
リ ン ダ １ ６ 内 へ 延 び て い る 。 ピ ス ト ン ２ ２ が シ リ ン ダ １ ６ 内 に 位 置 し 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク
１ ４ に 対 し て 可 動 で あ る 。 ピ ス ト ン ２ ２ が シ リ ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ を 包 囲 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 シ リ ン ダ １ ６ は 、 エ ン ジ ン １ ０ の ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ に 向 か っ て 開 口 し て い る 。 接 続 ロ
ッ ド ３ ０ は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ 内 で ピ ス ト ン ２ ２ と ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ ２ の 間 に 延 び て
い る 。 接 続 ロ ッ ド ３ ０ は 、 そ れ ぞ れ 軸 受 け ３ ４ と ３ ６ を 介 し て ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ ２ と ピ
ス ト ン ２ ２ に 動 作 可 能 に 接 続 し て い る 。 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ ２ は 、 適 当 な 軸 受 け ３ ８ お よ
び ４ ０ を 介 し て 回 転 す る た め に 支 持 さ れ 、 動 力 工 具 １ ２ の 他 の 部 分 （ 例 え ば 、 刈 り 込 み 道
具 の ヘ ッ ド ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ） に 回 転 力 を 伝 え る た め に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 内 部 に 空 気 清 浄 要 素 ４ ６ を 有 す る 空 気 清 浄 箱 ４ ４ （ 図 ２ ） が キ ャ ブ レ ー タ ４ ８ に 付 属 し
て い る 。 そ し て 、 キ ャ ブ レ ー タ ４ ８ は 混 合 燃 料 を 供 給 し 、 該 燃 料 は 点 火 装 置 ２ ０ （ 図 １ ）
で 点 火 さ れ 、 シ リ ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ 内 で 燃 焼 す る 。 当 業 者 で あ れ ば 知 っ て い る よ
う に 、 混 合 燃 料 の 点 火 に よ っ て ピ ス ト ン ２ ２ が シ リ ン ダ １ ６ 内 で 移 動 し 、 次 い で ク ラ ン ク
シ ャ フ ト ３ ２ の 回 転 が 起 こ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 混 合 燃 料 に 注 目 す る と 、 該 燃 料 に は 、 燃 焼 要 素 ／ 側 面 と 潤 滑 要 素 ／ 側 面 が あ る 。 一 例 で
は 、 混 合 燃 料 は 、 ガ ス と 通 常 い わ れ て い る ガ ソ リ ン と オ イ ル を 含 む 。 キ ャ ブ レ ー タ ４ ８ （
図 ２ ） は 、 混 合 燃 料 を 霧 状 に し 、 該 燃 料 を 空 気 流 に 導 入 す る 。 以 下 、 空 気 は 混 合 燃 料 内 に
含 ま れ て い る と の 理 解 の も と 、 （ 例 え ば ガ ス と オ イ ル の ） 混 合 燃 料 と 空 気 の 組 み 合 わ せ を
単 純 に 混 合 燃 料 と 呼 ぶ こ と と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 吸 気 通 路 ５ ０ が キ ャ ブ レ ー タ ４ ８ か ら 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ４ お よ び ／ ま た は シ リ ン ダ
ヘ ッ ド １ ８ を 通 っ て 、 シ リ ン ダ １ ６ ま で 続 い て い る 。 吸 気 バ ル ブ ５ ２ が シ リ ン ダ ヘ ッ ド １
８ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 吸 気 通 路 ５ ０ と シ リ ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ と 連 通 し て い る
。 吸 気 バ ル ブ ５ ２ は 、 開 口 し て 混 合 燃 料 を シ リ ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ へ 流 入 さ せ る よ
う に 動 作 可 能 で あ る 。 図 示 さ れ た 例 で は 、 吸 気 バ ル ブ ５ ２ は ポ ペ ッ ト バ ル ブ で あ る 。 バ ル
ブ ス プ リ ン グ ５ ４ が 、 バ ル ブ ５ ２ に 固 定 さ れ た バ ル ブ リ テ イ ナ ー ５ ６ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド １
８ ま た は 該 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 の ス プ リ ン グ ヘ ッ ド （ 図 示 せ ず ） の 間 に 延 び て お り 、 該 バ ル
ブ を 閉 状 態 へ 付 勢 さ せ て い る 。 排 気 バ ル ブ ５ ８ が 設 け ら れ て お り 、 吸 気 バ ル ブ ５ ２ と 同 様
に 動 作 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 当 業 者 な ら 知 っ て い る よ う に 、 排 気 バ ル ブ ５ ８ は 、 シ リ ン
ダ か ら 燃 焼 ガ ス を 放 出 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 示 さ れ た 例 に つ い て 上 記 で 論 じ た よ う に 、 キ ャ ブ レ ー タ ４ ８ は 混 合 燃 料 を 提 供 し 、 混
合 燃 料 は 吸 気 通 路 ５ ０ を 通 過 し て 、 さ ら に 、 シ リ ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ に 開 口 し て い
る 吸 気 バ ル ブ ５ ２ を 通 過 す る 。 し か し 、 混 合 燃 料 を シ リ ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ へ 供 給
す る た め に 異 な る 構 造 も 可 能 で あ り 、 検 討 さ れ る こ と に 注 意 さ れ た い 。 例 え ば 、 キ ャ ブ レ
ー タ ４ ８ を 除 去 な い し 改 良 し 、 ガ ス と オ イ ル を シ リ ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ へ 注 入 し 、
空 気 の み を 吸 気 バ ル ブ ５ ２ を 通 じ て 導 入 し て も よ い 。 混 合 燃 料 を 導 入 す る た め の こ の よ う
な さ ら な る 構 造 も 本 発 明 の 範 囲 に 属 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 示 さ れ た 例 に 戻 る と 、 吸 気 バ ル ブ ５ ２ と 排 気 バ ル ブ ５ ８ は そ れ ぞ れ バ ル ブ 駆 動 ６ ２ に
接 続 さ れ て い る 。 吸 気 バ ル ブ ５ ２ の た め の バ ル ブ 駆 動 ６ ２ （ 図 １ ） の み が 図 示 さ れ て い る
が 、 排 気 バ ル ブ ５ ８ に つ い て も 同 様 の 構 造 が あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。 駆 動 ６ ２ 内 で は 、
ロ ッ カ ー ア ー ム ６ ４ が 、 バ ル ブ 室 ６ ８ 内 に 位 置 す る 旋 回 マ ウ ン ト ６ ６ で 回 転 運 動 す る た め
に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ロ ッ カ ー ア ー ム ６ ４ の 一 端 は バ ル ブ ５ ２ と 係 合 し 、 該 バ ル ブ を 移
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動 さ せ （ 例 え ば 図 １ に 図 示 さ れ た よ う に 下 降 さ せ ） 、 ス プ リ ン グ ５ ４ の 付 勢 に 反 し て 該 バ
ル ブ を 開 口 さ せ る よ う に 動 作 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 プ ッ シ ュ ロ ッ ド ７ ０ は 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ４ の 通 路 ７ ２ を 通 じ て 延 び て い る 。 プ ッ シ
ュ ロ ッ ド ７ ０ は 、 ロ ッ カ ー ア ー ム ６ ４ の 他 端 と 係 合 し て お り 、 該 ロ ッ カ ー ア ー ム を （ 例 え
ば 、 図 １ に 図 示 さ れ た よ う に 上 向 き に ） 押 圧 し 旋 回 さ せ る よ う に 動 作 可 能 で あ る 。 カ ム フ
ォ ロ ア ７ ４ は 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ４ 内 の 通 路 ７ ２ 内 に 位 置 し 、 プ ッ シ ュ ロ ッ ド ７ ０ と 係
合 し て い る 。 カ ム フ ォ ロ ア ７ ４ は カ ム フ ォ ロ ア ・ ピ ン ７ ６ を 介 し て シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ４
に 対 し て 移 動 す る よ う に 制 約 さ れ て お り 、 （ 例 え ば 、 図 １ で は 上 向 き 方 向 の ） 移 動 力 を プ
ッ シ ュ ロ ッ ド ７ ０ へ 伝 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 カ ム ギ ア ７ ８ は 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ４ 内 の 通 路 ７ ２ に 位 置 し 、 カ ム ギ ア ・ ピ ン ８ ０ を
介 し て シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク に 対 し て 移 動 す る よ う に 支 持 さ れ て い る 。 カ ム ギ ア ７ ８ は カ ム フ
ォ ロ ア ７ ４ に 係 合 し 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ ２ の ク ラ ン ク ギ ア ８ ２ に 係 合 し て い る 。 カ ム ギ
ア ７ ８ は ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ ２ の 回 転 に 応 じ て カ ム フ ォ ロ ア ７ ４ に 力 を 伝 え る 。 駆 動 ６ ２
は 異 な る 構 造 、 構 成 等 で あ っ て も よ い こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 駆 動 ６ ２ は 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 一 巡 で 吸 気 バ ル ブ ５ ２ を 稼 動 さ せ る も の で あ る 。 特
に 、 吸 気 バ ル ブ ５ ２ の 稼 動 の タ イ ミ ン グ が ４ ス ト ロ ー ク エ ン ジ ン の 一 巡 内 で も た ら さ れ る
よ う に す る 。 排 気 バ ル ブ ５ ８ （ 図 ２ ） も 同 様 に 、 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 一 巡 で 稼 動 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 駆 動 ６ ２ が 延 び る 通 路 ７ ２ （ 図 １ ） は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ と バ ル ブ 室 ６ ８ を 接 続 し て
い る 。 通 路 ７ ２ は 、 流 体 （ 例 え ば ガ ス ） が ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ と バ ル ブ 室 ６ ８ の 間 を 流 れ
る こ と を 可 能 に す る 。 特 に 、 通 路 ７ ２ は 、 流 体 が 、 駆 動 ６ ２ の 全 て の 駆 動 部 品 ６ ４ － ８ ２
の 近 傍 を 流 れ 且 つ こ れ ら を 流 れ 過 ぎ る こ と が で き る よ う な サ イ ズ で あ る 。 同 様 の 流 体 流 が
排 気 バ ル ブ ５ ８ の 駆 動 部 品 に も 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ の 実 施 態 様 で は 、 ブ リ ー ザ バ ル ブ ８ ８ が バ ル ブ 室 ６ ８ か ら 空 気 清 浄 箱 ４ ４ ま で 延 び
て い る 。 ブ リ ー ザ バ ル ブ ８ ８ は 、 流 体 （ 例 え ば ガ ス ） が ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ か ら バ ル ブ 室
６ ８ へ 流 れ る こ と を 助 け 、 さ ら に 、 エ ン ジ ン １ ０ 内 で 燃 焼 す る 混 合 燃 料 の 流 れ の 一 部 と な
る よ う に ガ ス 状 成 分 を バ ル ブ 室 か ら 空 気 清 浄 箱 ４ ４ へ 方 向 付 け る 手 段 に も な る 。 し か し 、
図 ３ の 実 施 態 様 は 、 空 気 清 浄 箱 ４ ４ へ の ガ ス 状 成 分 の 軌 道 が 生 じ な い よ う に ブ リ ー ザ バ ル
ブ を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン １ ０ は 、 潤 滑 油 を 別 途 供 給 せ ず に 動 作 で き る 構 造 を 有 し て
い る 。 特 に 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ に 別 途 オ イ ル は 供 給 さ れ な い 。 当 該 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン
は 、 シ リ ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ か ら 、 ピ ス ト ン ２ ２ を 通 過 し 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ へ
流 れ る 混 合 燃 料 の 一 部 で 潤 滑 さ れ る 。 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ 内 で 、 混 合 燃 料 の 一 部 は 、 ク ラ
ン ク ケ ー ス 内 に 位 置 す る 部 品 と ク ラ ン ク ケ ー ス に 開 口 し て い る 部 品 、 例 え ば 接 続 ロ ッ ド 軸
受 け ３ ４ 、 ３ ６ な ど を 潤 滑 す る 。 ク ラ ン ク ケ ー ス に 入 る 混 合 燃 料 の 一 部 は 、 バ ル ブ 駆 動 ６
２ の た め の 通 路 ７ ２ に 沿 っ て ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ か ら バ ル ブ 室 ６ ８ へ 進 行 す る も の も あ る
。 こ の よ う に し て 、 駆 動 部 品 ６ ４ － ８ ２ と バ ル ブ ５ ２ と ５ ８ は 潤 滑 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 あ る 例 で は 、 シ リ ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ か ら 、 ピ ス ト ン ２ ２ を 通 っ て 、 ク ラ ン ク ケ
ー ス ２ ８ に 入 る 混 合 燃 料 の 一 部 は 、 オ イ ル ま た は 油 性 成 分 の 混 合 燃 料 で あ る 。 以 後 、 シ リ
ン ダ １ ６ の 燃 焼 室 部 分 ２ ４ か ら 、 ピ ス ト ン ２ ２ を 通 っ て 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ に 入 る 混 合
燃 料 の 一 部 を 、 単 に オ イ ル と 称 す る 。 オ イ ル は 、 ピ ス ト ン ２ ２ を 通 過 し て 前 進 す る ブ ロ ー
バ イ ・ ガ ス に よ っ て 運 ば れ る 。 必 要 な だ け 潤 滑 す る に は 、 十 分 な 量 の オ イ ル が ピ ス ト ン ２
２ を 通 過 し な く て は な ら な い 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 十 分 な 量 の オ イ ル の 移 動 は 、 ピ ス ト ン ２ ２ と シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ４ の 間 の 相 互 作 用 に 関
連 す る １ ま た は 複 数 の 構 造 お よ び ／ ま た は 構 成 に よ り な さ れ る 。 該 構 造 お よ び ／ ま た は 構
成 に よ り 、 ピ ス ト ン ２ ２ か ら ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ へ の オ イ ル の 移 動 が 促 進 さ れ る 。 図 示 さ
れ た 例 で は 、 ３ つ の 別 個 の 構 造 お よ び ／ ま た は 構 成 が 提 供 さ れ て い る 。 利 用 さ れ る 該 構 造
／ 構 成 は 、 か か る 構 造 の う ち の ３ つ 未 満 （ 例 え ば １ つ だ け ） で も よ く 、 例 示 し た 構 造 お よ
び ／ ま た は 構 成 と 異 な る も の を 利 用 す る こ と も で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 示 さ れ た 例 に 戻 る と 、 第 一 の 例 は 、 ピ ス ト ン リ ン グ １ ０ ０ を 使 用 し て お り 、 該 リ ン グ
１ ０ ０ は 非 常 に 大 き な 端 部 の 隙 間 １ ０ ２ を 有 し 、 こ れ に 比 例 し て ブ ロ ー バ イ ・ ガ ス を 運 ぶ
大 量 の オ イ ル が ピ ス ト ン ２ ２ を 通 過 す る こ と が で き る 。 ピ ス ト ン リ ン グ １ ０ ０ は 、 ピ ス ト
ン ２ ２ の 環 状 溝 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 シ リ ン ダ 壁 と 係 合 し て 、 リ ン グ の 端 部 の 隙 間 １ ０
２ が あ る 位 置 を 除 き 、 ピ ス ト ン と シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ４ の 間 に シ ー リ ン グ 機 能 を 提 供 し て
い る 。 リ ン グ の 端 部 の 隙 間 １ ０ ２ は 、 該 リ ン グ が ピ ス ト ン に 取 り 付 け ら れ た 時 に 完 全 な 環
状 と な ら な い こ と で 形 成 さ れ る も の で あ る 。 従 っ て 、 端 部 の 隙 間 １ ０ ２ は 、 ピ ス ト ン の 中
心 軸 の ま わ り の 円 弧 片 に 沿 っ て 延 び て い る 。 端 部 の 隙 間 の 大 き さ （ つ ま り 、 円 弧 の 長 さ ）
は 、 所 望 の 量 の ブ ロ ー バ イ ・ ガ ス が ピ ス ト ン ２ ２ を 通 過 し て 進 行 で き る よ う に 選 択 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 二 の 例 は 、 １ ま た は 複 数 の 油 か き リ ン グ １ ０ ４ を 使 用 し て い る （ １ つ の み 図 示 ） 。 各
油 か き リ ン グ １ ０ ４ は 、 ピ ス ト ン ２ ２ の 環 状 溝 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ピ ス ト ン ２ ２ が シ
リ ン ダ １ ６ 内 を 移 動 す る と 、 各 油 か き リ ン グ １ ０ ４ は 、 シ リ ン ダ の 壁 に 付 着 し て い る オ イ
ル を ク ラ ン ク ケ ー ス ２ ８ の 方 向 へ 擦 る 。 油 か き リ ン グ １ ０ ４ の 構 造 は 、 オ イ ル を ク ラ ン ク
ケ ー ス ２ ８ の 方 向 へ 擦 る 機 能 を 有 す る な ら ば 、 い か な る も の で あ っ て も よ い 。 た と え ば 、
各 油 か き リ ン グ １ ０ ４ は 、 方 向 性 の 擦 り 機 能 を 有 す る よ う に テ ー パ を 有 し て い て も よ い 。
第 三 の 例 は 、 ピ ス ト ン に 環 状 の オ イ ル リ ザ ー ブ 溝 １ ０ ６ を 有 す る 。 オ イ ル リ ザ ー ブ 溝 １ ０
６ は オ イ ル を 保 持 す る 領 域 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 記 載 か ら 、 当 業 者 は 、 改 良 、 変 更 お よ び 修 正 を 思 い つ く で あ ろ う 。 該 技
術 分 野 に 属 す る そ の よ う な 改 良 、 変 更 お よ び 修 正 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 含 ま れ る も の で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 線 ２ － ２ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 類 似 し て い る が 、 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ 　 　 エ ン ジ ン
　 １ ２ 　 　 手 持 ち 動 力 工 具
　 １ ４ 　 　 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク
　 １ ６ 　 　 シ リ ン ダ
　 １ ８ 　 　 シ リ ン ダ ヘ ッ ド
　 ２ ０ 　 　 点 火 装 置
　 ２ ２ 　 　 ピ ス ト ン
　 ２ ４ 　 　 燃 焼 室 部 分
　 ２ ８ 　 　 ク ラ ン ク ケ ー ス
　 ３ ０ 　 　 接 続 ロ ッ ド
　 ３ ２ 　 　 ク ラ ン ク シ ャ フ ト
　 ３ ４ ， ３ ６ 　 　 軸 受 け
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　 ６ ２ 　 　 駆 動
　 ６ ４ 　 　 ロ ッ カ ー ア ー ム
　 ６ ６ 　 　 旋 回 マ ウ ン ト
　 ６ ８ 　 　 バ ル ブ 室
　 ７ ０ 　 　 プ ッ シ ュ ロ ッ ド
　 ７ ２ 　 　 通 路
　 ７ ４ 　 　 カ ム フ ォ ロ ア
　 ７ ６ 　 　 カ ム フ ォ ロ ア ・ ピ ン
　 ７ ８ 　 　 カ ム ギ ア
　 ８ ０ 　 　 カ ム ギ ア ・ ピ ン
　 ８ ２ 　 　 ク ラ ン ク ギ ア
　 １ ０ ０ 　 ピ ス ト ン リ ン グ
　 １ ０ ４ 　 油 か き リ ン グ
　 １ ０ ６ 　 オ イ ル リ ザ ー ブ 溝
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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